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数
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地方

数

図-10  H14～

地方

921 

北海道；1

中国

四国；56.68

九州,沖
；55

象庁が発表して

のである．年

認められないが

る． 

崖崩れ)発生件

発現が顕著であ

とめると，図-

れ共に増加して

土砂災害情報か

中国地方の土

～10に示す．

生件数(Ｎ)を各

α)として算出

・ (１a) 

災害発生件数 

砂災害情報９）から作

0.273x +6.00 

48x +35.533

0.102 東北；2.37

関東

中部 
；18.476

位

沖縄 
2.833

～H23  

方別 地すべり発生

～H23  

方別 土砂災害発

1.135 東北；13

関東 

；37.131

中部

；51.35

近畿；2
国；44.859 

第４位

82

沖縄
.229

3

ている

年間累

が，局

件数

ある

-6の

てい

から

土砂

 

各地

出した． 

局

年ま

方の

れ；

中

して

際立

図

指定

たも

制限

るた

のよ

除し
 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

され

砂災

中

な危

から

土砂

ない

 

４.斜

斜

性等

ため

始ま

も地

こと

Ｎ

複数

査等

対す

行わ

告書

過

タの

 

作成）

75 

東；1.203

生指数

発生指数

3.114 

1

51 

23.589

局地的集中豪雨

までの10年間の

の発生指数は，

3位，土砂災害

国地方は，図

ているものの，

立って災害発生

-11は，各県が

定された土砂災

ものである．こ

限と防災施設整

ために設けた指

ように土砂災害

したものを危険

α’＝Ｎ

国地方は，図

れるように，全

災害危険箇所指

国地方は，災

危険素因を有す

ら見ても昨今の

砂災害の発生に

い状況にあると

斜面に対する

斜面の崩壊素因

等が大きなウエ

めには，過去の

まる．これら調

地質情報として

とのできない貴

ＥＸＣＯでは

数段階(予備･概

等)の調査を実施

する追加調査，

われており，Ｈ

書が残存してい

過去の調査資料

の集約，地質特

図-11  

北海道；0.

四国；2.833

九州,沖

雨の発現が顕著

の災害発生形態

土石流；4位

害全体では4位

図-6のように，

図-7～10に示

生指数αが高い

が国土交通省の

災害危険箇所１０

これは，土砂災

整備を行うため

指定危険箇所で

害危険箇所数(

険箇所指数(α

Ｎ’／Ａ（ｋｍ２）*１

図-10の地方別土

全国第4位では

指数α’は，第

災害発生履歴(発

す斜面が非常に

の局地的集中豪

に対する予防保

といえる． 

る基礎資料の

因は，材料の不

エイトを占めて

の調査資料(報

調査データは，

ての価値は変ら

貴重な情報であ

は，高速道路の

概略，第1･2次

施する．その

供用開始後の

Ｈ23年度末時点

いる． 

料から整理する

特性，地形地質

地方別 土砂災害

.152 第８位

中国；2.967 

第１位

 第２位

沖縄；2.274
第４位

著である平成1

態を地方別にみ

位，地すべり；

位となってい

発生件数自体

示すとおり他

いとはいえな

の要領に基づ
１０）を，8地方区

災害防止を目

めのハード対策

である．比較

(Ｎ’)を各地方

’)として算出

*１,０００  ・・・ (１

土砂災害発生

はあるが，図-1

第1位となってい

発生件数)に比

に多く，地形

豪雨の増加現象

保全に対して

の整備・・・

不均一性や地域

ている．これ

報告書)を整理す

いくら古い

らず，むしろ現

ある． 

の調査から設計

次土質調査，構

の後，施工時の

の変状箇所に対

点でおよそ1,2

る内容は，｢表

質概要図の整備

害危険箇所指数

東北；0.702 

関東；1.

中部

近畿；2.

 

位

14年～平成23

みると中国地

5位，崖崩

る． 

体は全て増加

の地方に比べ

い． 

づいて調査し

区分で比較し

的とした行為

策を推し進め

は，式(１b)

方面積(Ａ)で

出した． 

１b) 

生指数αに示

11のように土

いる． 

比べて潜在的

･地質的観点

象を鑑みると

は，楽観でき

解決策② 

域的な地質特

らを把握する

することから

ものであって

現在では得る

計にかけて，

構造物基礎調

の変状箇所に

対する調査が

200件分の報

表層地質デー

備｣である．

数 α‘ 

第７位 

.368 第６位 

部；1.481 第５位

.397 第３位

地

べ，

為

め

土

，

き

る

て

る

が



 

 

(１) 表層地質

表層地質区

面の岩石(未

(堆積相，変

たものである

ている地質細

作成した全国

レス地質図)

とともに，地

方で一般的に

なお，地質

等が最新の地

告書に記載さ

重し，原則調

 

(２)地質特性

地質特性は

査報告書及び

とりまとめた

 

 

 

 

 

(３)地形･地質

地形･地質概

｢予備調査，

された地質平

い，高速道沿

たものである

びエリアにつ

している．地

｢表層地質及
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地形･地質概

害履歴，点検

図

・表層地質

・断層破砕

・滑落崖，

・地質時代

・地質概説

・風化のし

・斜面の安

質データの集

区分は，表層を

未固結の砕屑物

変成相，変形相

る１１）．収集整

細種は，独立行

国統一基準の地
１２）の基本定義

地域性と地質年

に使用される地

質区分の定義に

地質学的知見

された地質特性

調査時の定義に

性のまとめ 

は，定義した表

び文献等の記載

た． 

質概要図の整

概要図は，調

概略調査，第

平面図を基に，

沿線の後背地を

る．上述の報告

ついては，日本

地形･地質概要

及び一般的地形

概要図は，地

検結果等を明示

図-12  縮尺:1/5,00

質 
砕帯(リニアメン

陥没痕 

代，地質区分名 

説 

しやすさ 

安定性 

集約 

を覆う土壌や草

物も含む)を，そ

相なども含む)

整理した調査報

行政法人産業

地質図(20万分

義を指標として

年代及び地質

地質43区分に集

にあたっては，

と異なる場合

性評価や災害

に従う事を基

表層地質区分に

載に基づき，

整備 

調査時に複数段

第1次･第2次土質

ベクトル処

を含む約2㎞幅

告書に記載さ

本シームレス

要図の記載内容

形判読項目｣を含

地形･地質概要，

示した情報マ

00 の地質概要図

・地す

ント) ・流域

・活断

・代表的な岩

・岩の硬さ，

・透水性保水

・地質固有の

草木以外の地殻

その種類又は

と時代とで区

報告書で定義さ

技術総合研究

分の1 日本シー

て対比整合を図

質特性に応じ中

集約し再定義

その年代や解

合があるが当時

脆弱性の評価

基本としている

に対し，、土質

下記に示す事

段階で実施され

質調査｣等で作

処理と座標標定

幅を基本に作成

れていない地

地質図を基に

容は，下記に示

含むものであ

地質の素因，

ップとして作

図の例１３） 

すべり地形 
域ブロック 
断層 等 

岩種及び土質

，密度･状態 

水性 

の脆弱性 等

4

地殻表

は岩相

区別し

され

究所が

ーム

図る

中国地

義した． 

や解釈

時の報

価を尊

る４）． 

土質調

事項を

れる

作成

定を行

成し

地域及

に作成

示す

ある． 

，災

作成し，

これ

案の

従

面概

形判

を必

成は

地

全域

形図

 

 

 

 

 

 

 

 

高

ない

図を

では

従

し地

ルの
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(１)

斜

災総

こと

Ｎ

録と

被災

して

地質

 

(２)

４

した

整理

れらの情報に基

の基礎資料とし

従って，地質概

概要及び後背地

判読項目等が描

必要条件とした

は，図-13に示す

地形･地質概要図

域整備される予

図整備である．

高速道路は，そ

いため，背景地

を基に電子化整

は，、下記のよ

・アナログ資

高速道沿線

・地形の歪補

・地公体から

・森林基本図

地形判読が

従って現在は，

地理院ＤＥＭか

の全域地形図整

災害履歴の

出・・・解

 災害履歴の収

斜面崩壊の素因

総点検結果の見

とが有効である

ＥＸＣＯ中国

として保存され

災土量，斜面構

ている．このデ

質情報を突合せ

 災害履歴の分

章で整備した

た図面であるた

理された｢災害

1/1,000  管理用平
 

1/5,000  地質概要
 

1/5,000  地形図
 

1/5,000 空中写真
 

1/25,000 地理院地
 

1/50,000～100,000
 

1/200,000  地理院
 

LANDSAT等 衛星

図-13  ＮＥＸＣＯ

基づく斜面の危

して活用するこ

概要を記載する

地形判読，沿道

描画可能な縮尺

た．ＮＥＸＣＯ

すとおりであ

図整備に関し一

予定がない縮尺

  

その大部分が都

地形図は森林基

整備を行ってき

ような問題点が

料の電子化が

線の限られた範

補正，ＴＥＸＴ

の原図借用手

は，等高線が

が不可能  

２次製品の地

から2ｍコンタ

整備にあたるこ

の整理と危険対

解決策③ 

収集整理とデ

因把握には，平

見直しから，過

ると考えた． 

国支社では，Ｓ

れており，｢災

構造区分｣等が

データと４章(

せ，当該箇所の

分析とスクリ

た｢地形･地質概

ため，｢地質区

データベース

平面図 

要図 

真 

地図 

0  管内図

院地図 

星写真 

Ｏ中国支社にお

危険度評価と

ことを目指す

るための背景地

道地形概要の他

尺1/5,000と2ｍ

Ｏ中国支社共通

ある． 

一番の大きな

尺1/5,000レベ

都市計画区域を

基本図及び一部

きた．しかし

があった．。 

が膨大(大量)で

範囲でしか整備

Ｔの修正が非常

手続きが非常に

が5ｍ間隔であ

地形図と個別主

タを生成して，

こととしてい

対象斜面の的

データベース化

平成８年度全国

過去の災害履歴

Ｓ50年からの災

災害発生箇所，

がデータベース

(１)及び(２)項

の地質を明ら

ーニングの実

概要図｣は，座

区分｣，｢地質特

ス｣を用いて空

ＮＥＸＣＯ整備
 

公的機関で整
※都計図，森

⇒ 独自生
 

沿道状況写
 

地理院等で整
 

地理院等で整
 

地理院等で整
 

（財）RESTEC

ける共通基盤地

防災計画の立

ものである．

地形図は，斜

他，一般的地

ｍ等高線間隔

通基盤図の構

な問題点は，

ベルの背景地

を通過してい

部の都市計画

，このやり方

であるため，

備できない 

常に煩雑  

に面倒  

るため詳細な

主題図を準用

1/5,000レベ

る． 

的確な抽

化 

国一斉道路防

歴を分析する

災害履歴が記

発生日時，

スとして存在

項で整理した

かにした．

実施 

座標標定を施

特性｣と併せて

間分析を行い

備済み 

整備予定なし 
森林基本図等を使用
生成した地形図使用へ

写真 ＋α 

整備（全国整備済み）

整備（全国整備済み）

整備（全国整備済み）

C等で整備済み 

地図の構成 

立

 

地

構

画

方

な

る

い，

へ 

） 

） 
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災害履歴を色

図-14は，災

国地方の高速

履歴 (S57～H

区分毎に発生

各地質に対

(１)により算

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-15は，地

を示している

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生指

にかけての堆

と箇所あたり

が突出してい

小さい．斜面

三紀層が圧倒

このように

生傾向が大き

図-1に示し

原因は，スク

｢地域性に応

いること｣，

ないこと｣，

ックされてい

に内在する危

あると考えら

中国地方の

β；災害

β＝被災

新

（被災件数） 

図-15  中国

第四紀 

（災害発生指

第四紀 
β=9.531

図-14 

色々な角度か

災害履歴を分析

速道路における

H23：30年間分

生傾向として取

対する100km２

算出している．

地質別災害件

る． 

指数βの上位は

堆積岩層に集中

り平均被災規模

いるが，被災規

面災害１箇所あ

倒的に大きい4

に，中国地方の

きく異なってい

した点検結果と

クリーニング手

応じた地形･地質

｢評価が全国一

｢過去の災害履

いないこと｣等

危険素因を出来

られる． 

の高速道路沿線

害発生指数(土

災箇所数／分布

新生代 

2,006（ｍ３

国地方の高速道

第三紀 

指数β） 

新生代 

第三紀 
1 β=48.704 

 中国地方の高速

ら分析するこ

析した結果の

る切土のり面

分)を，集約整

取りまとめた

あたりの災害

 

件数と箇所あた

は，新生代新第

中している．

模に着目する

規模は，他の

あたりの被災
4）． 

の斜面災害は

いることが明

と災害発生箇所

手法や点検の

質の素因特徴

一律で，地域性

履歴が点検の評

等であると推察

来る限り把握

線における災害

工100km2あたり

布面積(km２)＊

３/箇所）

90（件） 

道路 地質別災害件

中生代 

中生代

β=20

速道路 地質別災

とが可能であ

の一つである．

と自然斜面の

整理した43の地

ものである．

害発生指数β

たり平均被災

第三期から第

一方，災害発

と，中生代花

地質に比べ比

規模は，新生

，地質によっ

らかである．

所が乖離して

評価判定に対

の反映が不足

性が考慮され

評価にフィー

察した．当該斜

することが必

害履歴を整理

りの発生頻度)

＊100 ･･･(１)

（被災規模；ｍ

件数と被災規模

古生代

代 古生

0.000 β=1

災害発生指数β

5

ある． 

中

の災害

地質

 

を式

災規模

第四紀

発生数

花崗岩

比較的

生代第

って発

 

ている

対し

足して

れてい

ードバ

斜面

必要で

理した

結果

こと

ング
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(１)

表

その

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中

く，

を実

え，

点検

 

(２)

2章

一番

い斜

うか

とし

の後

面の

を行

斜

るか

要で
 

①

②

③

④

⑤

 

西

満足

シス

) 

ｍ３/箇所）

模 

生代

12.314

 

 
評価事
る緊急

被害の

交通量
 

 

地形構

地質

６０分

規制連

果から，地質に

とが明らかにな

グを実施するこ

管理手法の

 点検の重要度

表-3は，斜面の

の基準に関する

国地方は，潜

限られた予算

実施するために

少なくとも地

検と監視の効率

 計測(動態観

章で述べたとお

番大きな問題は

斜面に対し，い

か｣ということ

しても，明確な

後の検討を行う

の予防保全では

行って監視する

斜面に関する予

かわからない地

であるため，自

①GPS※を含めた

る仕組みであ
※GPSは±2mm程

②夜間や悪天候

③各センサに対

④インターネッ

できるシステ

⑤センサ及び通

タの欠測が予

西日本高速道路

足させる仕組み

ステム１４）｣を構築

表-3 斜面
10点

事象に対す
急性 

現在挙動
疑われる

の影響度 
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